
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度 事 業 報 告 書

1 事業の成果

令和 2年度は新型コロナ感染拡大の社会的影響により、活動は大きな制約を受けました。3本柱の

事業のうち、リカレント教育事業は活動の休止を余儀なくされました。マッチング事業は、新規案件の

開拓を断念し、既存案件のみを継続紹介しました。自主運営事業であるプロジェクト事業では、円 サ

イ トの構築受託 1件。また、『フィリピンに本をおくる会」と正式合流し、手作業中心の活動から、ク

ラウド活用、S鵬 活用等により、作業の効率改善を推進しました。当活動を資金面で支援する「あむあ

むの会」の販売会は、この社会状況の中でも唯-10月 に、大宮アップルハウスでの販売会を実施し、"

さいちゃれ"は この活動を支援いたしました。また販売会の減少を補完する為、ネットショップをオー

プンし、今後の活動の幅を広げてまいります。なお支援するフィリピン現地では。コロナ感染による移

動制限だけでなく、二つの大きな台風が現地を襲い、大きな被害をもたらしましたが、ICT活用のコミ

ュニケーション改善により迅速な支援を行い、支援物資の配送と共に、寄付金 12.3万円を現地に送り

届けました。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業              (事 業費の総費用 【 838】 千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)
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対象者
人数

事業費
(千円)

インフラの構
築と整備事業

インフラの構築と整備事
業 (IT等インフラ支援事
業)

20204「4
月

FBサイ ト
構築

(OSAKA B
A斑】D

1人
サイ ト作
成 1件 1団体 18

その他 目的を
達成す るため
のインフラの
構築と整備

フィリピンに本をおくる
会の活動/あむあむ販売支

援活動

2020年 6

月|  ～

2021年 3

月

IKEBIZ
10人

支援ボラ
ンテイア
/現地支
援対象者

支援ボラ
ンテイア
約20名/

現地支援
対象約10

0名

820
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事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和2年度 活動計算書 (その他事業が

事 業 報 告 用
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書式第 15号 (法第28条関係)

令和2 年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

シニア ャレンジ る会

1単位::円 |

′:ヽ■・ 合 ■●金  ■

現金預金
未収金
欄卸資産

車両運搬具
什器備品

ソフトウェア
借地権

敷金
長期貸付金

366,155
10,000

376.1"

376.155【A】 資 産 合 計 ①+②

10,000

10」�0

未払金
預 り金

長期借入金
退職綸付引当金

10.0日

12,789
353.366

866_155

376,155【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】
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16 28

令和 2年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人シエアの再チヤレンジを支援する会
1.重 要な会計方針

計算書類の作成は、 NЮ法人会計基準 (2010年7月 20日 2017年12月 12日 最終改正 取0法人会計基準協議会)によっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
(2)固定資産の減価償却の方法
(3)引 当金の計上基準
0退職給付引当金

引当金
(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的サービスの受入れは、活動計算書に計上しています。
また計上額の算定方法は「3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

(5)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

2.事 業別損益の状況

事業部門計 管理部門 合計科 目
IT皇夢インフラ

支援事業

不
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九
絵
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ぐ
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事業 事業

0

1,200,426

10,000

20,000
0 20,000

93,000

157,600

0

93,000

1,358,026

10,000

20,000

20,000
20,000

1,200,426

10,000

270.600 1.501.02620.000 1.210.426 ハＵ
ｎ

ｖ 1,2309426

120,000 120,000

120.000＾
Ｕ

ｎ

Ｖ 120,000Ｕ^
ｎ

Ｖ

420,0001

97.8191

3,5001

0

6,577

20,090
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123,000

9,760
17,288

85,052

36,906

0

30,000

61,200

880

30,383

20,787

46,858

420,000
127,8L9

0
3,600

61,2W
6,577

20,090
17,560

123,000
10,640
47,671

105,839
36,906
46,858

17,819
420,000
80,000

6,577

20,090

17,5(Ю

123,000

9,760
17,288

85,052

36,906

3,関Ю

837.552 190,108 1,027,66017.819 819,733 ｎ

Ｖ

837.552 310,108 1,147,66017.819 819,733
-39.508 353,366390.693 ｎ

）

Ａ
υ 392,8742,181

1 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

役員報酬
退職給付費用

福利厚生費
ホ・ランプア受入評価費用

人件費計
(2)その他経費

現地運営スタッフ謝金

業務委託費用

会議費
旅費交通費

会場施設費
イベント等運営諸経費
ホームページ等広報関係費

手上産等交際費
支援寄付金

振込手数料

通信運搬費
事務用消耗品費

絵本等書籍購入費
その他経費
その他経費計

1 経常費用計

1 当期経常増減額



r)f会 議スペースの無償利
用

(02,3∞*12回 )27,

4

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
ス

使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は376,155円 ですが、そのうち244,307円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は131,848円 です。

5.固 定資産の増減内訳

6。 借入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及 を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の接分方法
使用用途が特定される費用については、個別仕訳によつて費用配分。その他の経費については使用割合によつて接分していま
す。
その他の事業に係る資産の状況

7

8

費の無償提供

1

120,ml
事務委託契約に基づき算出
(015,Oα澪8ヶ 月)

rFtヨ内容

10,(�Ю

179,000

228,371

10,000

123,000

40,064

56,

188,

417_371 173_064

1日人からの活動寄付金
2あむあむ収益寄付金

3さいたま市福祉協議会助成金

合計

翌期フィリピンに本をおくる会の活動
資金

あむあむ販売会費用に充当

EE]壼:正IIコ

敷金

の他の資産

車両運搬具

什器備品

型■:「ド1晨7:月科 日 当期借入

合計

科 目
計算書類に
計上された

金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

1,210,426

127.819

10,(�Ю

77.819

_上里璧塑 __型 国塑

(活動計算書)

受取寄付金

委託費用
活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和2 年度 財産目録

事 業 報 告 用

単位 :

● ■ I 」ヽ    1肝 合  訃

13,861

125,901
226,393

366,155

10,000
10,000

事業用車両

ソコン

表彰金未収金
▲▲事業未収金

販売用寄附物品

OO市事業所

00市事業所

ソ フ ェ ア

現金預金
手元現金

ゆうちょ銀行普通預金
ゆうちょ銀行当座預金

オペレーションシステム
文書編集ソフト

876.1

376,155【A】 資 童 合 計 ①+②
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lQ 000

10,000

源泉微収税

未払金
家賃未払い分

1■

長期借入金
OO銀行借入金

10,000【B-1】 負 債 合 計 ③+④

366,155【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】
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書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 《首事彙年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所菫びに
これらの者についての前事彙年度における報日の有無を記●した名簿)

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員―

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間
報酬 を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

1

/~ヽ

く竺ヲ
・監事

イワクマ トオル 合和2年4月 1日

令和3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日岩熊 徹

９

“

′
~ヽ

く窒ヲ・監事
ナゴヤミドリ 合和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年 月

月

日

日年名古屋 美鳥

3

4

⌒

t壁ヲ・監事
コイケヒサオ 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年 月

月

日

日年小池 久雄

⌒

域豊り・監事
ミヤザキヒロユキ 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年 月

月

ロ

日年宮崎 弘行

5

/~ヽ

マ壁ジ・監事
ハヤシ トシオ 令和2年4月 1日

令和 3年3月 31日

年

年

月

月

日

日林 俊雄

6
⌒

健壁ソ・監事
アオキヨシエ 令和2年7月 1日

令和3年3月 31日

年

年

月

月

日

日青木 美恵

７

〓

/~ヽ

マ壁ヲ・監事
シライセイイチ 令和2年4月 1日

令和3年6月 30日

年  月  日

年  月  日白井 誠一

/~ヽ

く壁り・監事
シミズマコト 令和2年4月 1日

令和3年6月 30日

年 月

月

日

日年清水 誠

9
⌒

理事疑壼ヲ
カドワキマサ ト 令和2年4月 1日

令和3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日門脇 雅人

10 理事 。監事

年 月

月

日

日年

年 月

月

日

日年



書式第4号 (法第 10条 0第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人シニアの再チャレンジを支援する会

氏   名 住 所 又 は 居 所

小池 久雄

2
岩熊 徹

3 宮崎 弘行

4 呼野谷 雅之

5
名古屋 美鳥

6 林 俊雄

7 木下 将詞

8 柳田 好史

9 門脇 雅人

10
大箸 渡

11
青木 美恵

12


